
インターハイでは準決勝まで進むことができましたが、決勝まであと少し、目標

の日本一まであと少しだったのを逃してしまって、自分の気持ちの弱さや詰め

の甘さを痛感しました。しかし、インターハイに出場したことで、出会えた先生

方や同期、後輩、環境に恵まれていたことを実感し、応援してくれた方々も含め、

感謝してもしきれません。大学でも、これを糧に一から頑張っていこうと思いま

す。今までありがとうございました。これからも少林寺拳法部を見守っていただ

けると幸いです。             主将 3 年 1 組 S ・ W 
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